
 

 

 

 

 

 

 

 

『 ♪認め合おう たたえ合おう 人権意識高め合おう 』 校長 二瓶 庄吾  
 
コンビニのレジ前で小銭を出すのに手間取っているおばあさんがいます。女性店員は無

表情でじっとおばあさんの手元を見つめ、おばあさんの後ろには列ができ始めています。

おばあさんは焦って小銭を探しながら、消え入りそうな声で「ごめんなさい・・・」とこ

ぼしました。おばあさんの緊張感が高まる中、後ろに並んでいた強面の男性が「タン！タ

ン！タン！タン！」と足踏みを始めました。 

何か文句を言われるのかな…と身構えた瞬間、突如、強面の男性が買い物かごから取り

出したアイスを片手にラップを始めました。 

「♪Ｙｏ！もしかして焦ってんのか おばーさん 誰も怒ってなんかない アンタのペー

スでいいんだ 何も気にすんな 自分らしく堂々と生きるんだ」 

驚いて目を丸くするおばあさん。でも、なんとそのおばあさんも素早く会計中のドリンク

を手にとり、ラップでこう答えたのです。 

「♪迷惑かけてしまってるなって 焦ったらまさかの優しい発言 アタシも反省 見た目

で判断 もう要らないわ 色眼鏡なんか」 

唐突に始まった 2 人のラップバトル。口を開き目をぱちぱちさせながら驚いていた女性店員

も、「♪たたくより、たたえ合おう」とノリノリで歌い始め、やがて店中の人々がまるでラ

イブ会場のようにリズムに合わせて手を振り、温かいエールを送るのでした。 
  
 これは、ＡＣジャパンのＣＭ「たたくより たたえ合おう」の一場面で、登場人物のギャ

ップが魅力的に描かれながら、深く心に入り込んでくる作品として話題になりました。自

分と異なる立場や考え方に対して攻撃し合うのではなく、相手を尊重し認め合うことの大

切さを訴えています。 

 こうした、誰もが、一人ひとりが違うことを知り、それぞれの違いを大切にすることを

考える『人権週間』を１２月４日～１０日に設定し、道徳科の授業や福祉体験、人権福祉

委員会の活動等、人権意識を高め実践につなげる機会として様々な活動に取り組んでいき

ます。 
 
 そして、『人権』を大切にする意識・行動の第一歩であり基盤ともなるのは「あいさつ」

だと考えます。素敵な「あいさつ」とともに、相手をみとめ、優しさや思いやりのあふれ

る中川小を、みんなでつくっていきたいと思います。 

 

○あいてをみて（マスクで表情がわかりづらいからこそ！） 

○いつでも（時と場を考えながら・・） 

○さきに（みんながみんな、先にできたら・・あふれる！） 

○つないで（友だち・家族・学校・地域・社会・世界中に！） 

 

○ありがとう（感謝・思いやりがあいさつの基本です） 

○いつまでも（いつでも・いつまでも、あいさつので
・

き
・

る
・

人
・

になろう） 

○さわやかに（あかるく元気に！みんなが気持ちよくなるように） 

○つくろう（あいさつがあふれる“まち”…社会をつくろう） 


